
 

 

 

 

 

平成 21 年５月 29 日 

 

各 位 

 

株 式 会 社 雪 国 ま い た け 

代表取締役社長 大 平 喜 信 

（コード番号 １３７８ 東証第２部） 

問合せ責任者 執 行 役 員 

 管 理本部 長 山本 忠義 

（ＴＥＬ ０２５－７７８－０１１１） 

 

（訂正）「平成 21 年３月期 決算短信」の一部訂正について 

 

 平成 21 年５月８日付で発表いたしました「平成 21 年３月期 決算短信」の記載内容について、

一部訂正がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 なお、該当箇所につきましては下線を付しております。 

 

【訂正箇所】 

  ５ページ  １．経営成績（2）財政状態に関する分析 ①資産、負債及び純資産の状況 

  ９ページ  ４．【連結財務諸表】（1）【連結貸借対照表】 

 ２０ページ  ４．【連結財務諸表】（6）【連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項】 

          ４会計処理基準に関する事項（3）重要な繰延資産の処理方法 

 

 

【訂正内容】 

 ５ページ  １．経営成績（2）財政状態に関する分析 ①資産、負債及び純資産の状況 

 

＜訂正前＞ 

当連結会計年度末における資産は、前連結会計年度末に比べ 10 億 60 百万円減少し、316 億５

百万円となりました。 

流動資産は 60 億 90 百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億９百万円減少しました。この

主な要因は、現金及び預金は２億 93 百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が３億 18 百万

円、繰延税金資産が１億 15 百万円減少したことなどによるものです。 

固定資産は 254 億 69 百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億 98 百万円減少しました。こ

の主な要因は、減価償却による有形固定資産の減少５億 27 百万円と投資有価証券が２億 48 百万

円、固定資産の投資その他の資産「その他」に含まれる関係会社長期貸付金が１億 95 百万円減

少したことなどによるものです。 

以下省略 
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＜訂正後＞ 

当連結会計年度末における資産は、前連結会計年度末に比べ 10 億 60 百万円減少し、316 億５

百万円となりました。 

流動資産は 60 億 90 百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億９百万円減少しました。この

主な要因は、現金及び預金は２億 93 百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が３億 18 百万

円、繰延税金資産が１億 15 百万円減少したことなどによるものです。 

固定資産は 255 億 15 百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億 51 百万円減少しました。こ

の主な要因は、減価償却による有形固定資産の減少等４億 81 百万円と投資有価証券が２億 48 百

万円、固定資産の投資その他の資産「その他」に含まれる関係会社長期貸付金が１億 95 百万円

減少したことなどによるものです。 

以下省略 

 

 

 ９ページ  ４．【連結財務諸表】（1）【連結貸借対照表】 

 

＜訂正前＞ 

（単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

（平成 20 年３月 31 日） 

当連結会計年度 

（平成 21 年３月 31 日） 

資産の部 

 流動資産 

 （省略） （省略） （省略） 

 固定資産 

  有形固定資産 

   建物及び構築物 28,364 28,297

    減価償却累計額 △13,790 △14,598

    建物及び構築物（純額） 14,573 13,699

   機械装置及び運搬具 3,697 3,700

    減価償却累計額 △2,641 △2,762

    機械装置及び運搬具（純額） 1,056 937

   土地 7,655 7,904

   建設仮勘定 231 252

   その他 1,565 1,920

    減価償却累計額 △1,142 △1,302

    その他（純額） 422 618

   有形固定資産合計 23,939 23,412

  無形固定資産 266 237

  投資その他の資産 

   投資有価証券 766 517

   繰延税金資産 378 557

   その他 1,115 842

   貸倒引当金 △99 △98

   投資その他の資産合計 2,161 1,819

  固定資産合計 26,367 25,469

  繰延資産 

   創立費 － 0

   開業費 － 46

  繰延資産合計 － 46

 資産合計 32,666 31,605
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＜訂正後＞ 

（単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

（平成 20 年３月 31 日） 

当連結会計年度 

（平成 21 年３月 31 日） 

資産の部 

 流動資産 

 （省略） （省略） （省略） 

 固定資産 

  有形固定資産 

   建物及び構築物 28,364 28,297

    減価償却累計額 △13,790 △14,598

    建物及び構築物（純額） 14,573 13,699

   機械装置及び運搬具 3,697 3,700

    減価償却累計額 △2,641 △2,762

    機械装置及び運搬具（純額） 1,056 937

   土地 7,655 7,904

   建設仮勘定 231 299

   その他 1,565 1,920

    減価償却累計額 △1,142 △1,302

    その他（純額） 422 618

   有形固定資産合計 23,939 23,458

  無形固定資産 266 237

  投資その他の資産 

   投資有価証券 766 517

   繰延税金資産 378 557

   その他 1,115 842

   貸倒引当金 △99 △98

   投資その他の資産合計 2,161 1,819

  固定資産合計 26,367 25,515

 資産合計 32,666 31,605
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２０ページ  ４．【連結財務諸表】（6）【連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項】 

４会計処理基準に関する事項（3）重要な繰延資産の処理方法 

 

＜訂正前＞ 

項目 

前連結会計年度 

（自 平成 19 年４月 １日 

至 平成 20 年３月 31 日） 

当連結会計年度 

（自 平成 20 年４月 １日 

至 平成 21 年３月 31 日） 

４会計処理基準に関する 

事項 
  

 （1）～（2） 省略 省略 省略 

 （3）重要な繰延資産の 

 処理方法 

社債発行費 

支出時に全額費用として処理しており

ます。 

① 社債発行費 

同左 

② 創立費 

在外子会社の所在国の会計基準に 

準拠して計上しております。 

③ 開業費 

在外子会社の所在国の会計基準に 

準拠して計上しております。 

 （4）～（7） 省略 省略 省略 

 

 

 

＜訂正後＞ 

項目 

前連結会計年度 

（自 平成 19 年４月 １日 

至 平成 20 年３月 31 日） 

当連結会計年度 

（自 平成 20 年４月 １日 

至 平成 21 年３月 31 日） 

４会計処理基準に関する 

事項 
  

 （1）～（2） 省略 省略 省略 

 （3）重要な繰延資産の 

処理方法 

社債発行費 

支出時に全額費用として処理しており

ます。 

社債発行費 

同左 

 

 （4）～（7） 省略 省略 省略 

 

以  上 
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